保健福祉学研究科博士後期課程を経ない者の学位審査要項
（趣旨）

第1条 この要項は、岡山県立大学大学院学則第17条第3項及び岡山県立大学学位規程第3条第4項に基づき、岡山県立大学大学院保健福祉学研究科における博士後期課程を経ない者の学位審査に関し必要な事項を定める。

(学位申請の資格)

第2条 博士後期課程を経ないもので学位の授与の申請をすることができるのは，次の各号の一に該当する者である。

　　　一　大学院の博士後期課程において、所定の期間在学し、所定の単位を取得し退学した者

　　　ニ　大学院の博士前期課程（修士課程）を修了した後、4年以上の研究歴を有する者

　　　三　大学を卒業した後、7年以上の研究歴を有する者

　　　四　短期大学、高等専門学校または専修学校を卒業した後、9年以上の研究歴を有する者

　　　五　高等学校を卒業した後、12年以上の研究歴を有する者

　　　六　その他前各号以外の学歴を有する者で、研究歴が博士後期課程修了者と同等以上と認められた者

　２　研究歴とは、次の各号に掲げるものとする。

　　　一　大学などの専任教員として研究に従事した期間

　　　ニ　大学または大学院の研究生として研究に従事した期間

　　　三　大学院の学生として在学した期間

　　　四　官公庁、企業などにおいて研究に従事した期間

　　　五　その他、著書、学術論文、学術講演、学術報告、特許などによって研究に従事したことが確認された期間

（審査申請の時期）
第3条　学位論文の審査申請の時期は毎年12月及び6月を原則とする。
（資格審査及び予備審査）

第4条 学位論文の審査を申請する者（以下「申請者」という。）は、申請に先立ち資格審査及び学位論文の内容等に関する予備審査を受けなければならない。

　　２　資格審査及び予備審査に関し必要な事項は、別に定める。

(審査担当予定教員)

第5条 研究科長は、申請者ごとに、研究科委員会の議を経て、論文審査を担当する予定の「指導教員」（以下「審査担当予定教員」という。）を指名する。

　２　審査担当予定教員は、申請者について連絡調整、指導・助言、資格の事前確認を行うとともに、資格・予備審査委員会及び学位論文審査委員会の委員として審査に当たる。

（審査申請の書類など）

第6条 申請者は、資格・予備審査委員会で論文等の内容が学位審査に値すると認められたときは、次の各号に掲げる書類などに審査手数料を添え、研究科長を経て学長に提出するものとする。

　　　一　学位論文審査申請書（様式乙2-1号）　　　　

１部

　　　ニ　学位論文　　　　　　　　　　　　　　　　  　     
７部

　　　三　学位論文の要旨　(様式乙2-2号)　　 　


７部

　　　四　学位論文の抄録　(2,000字以内)　　　  　　　      
７部

　　　五　論文目録 (様式乙2-3号)　　　　　　　　　　　　 
７部

　　　六　履歴書 (様式乙2-4号)　　　　　　 　　　　　　　
７部

　　　七　主業績及び副業績 (承諾書を添付、様式乙2-5号)　
各１部

　２　前項に定めるもののほか、申請者は論文内容の要旨と学位論文の基礎となる発表論文一覧表からなる小冊子（以下「論文抄録」という。）を公聴会において配布し、学位論文審査委員会及び公聴会における議論を踏まえ加筆または修正したもの10部を定められた期日までに研究科長に提出するものとする。

（学位論文審査委員会）

第７条　研究科長が学長から審査を付託されたとき、研究科委員会は、申請者ごとに審査委員を選出し、学位論文審査委員会を組織する。　
２　　学位論文審査委員会は、審査委員の互選により審査委員主査（以下「主査」という。）を選出し、主査は学位論文審査委員会を総括するものとする。

３　　学位論文審査委員会は、大学院博士後期課程を修了した者と同等以上の学力があるか否かの確認（以下「学力の確認」という。）を行うために、学位論文、関連する専門科目及び外国語について筆答及び口頭により試験を行う。
４  　学位論文審査委員会は、審査を付託された日から3ヶ月以内に審査を終了するものとし、主査はその結果を速やかに研究科委員会に報告するものとする。
（審査委員の選出）
第８条　審査委員の選出は、次により行う。
 (1)　　審査担当予定教員
 (2)　　研究科委員会において選出された、審査担当予定教員の所属大講座の指導教員2名
 (3)　　研究科委員会において選出された、他の2つの大講座の指導教員それぞれ1名

２　　研究科委員会は、必要があると認めるときは、学位申請論文に関係する専門分野の教員及び学位規程第10条第4項に定める者を学位論文審査委員会の副査として加えることができる。
（学位論文の公聴会）
第９条　学位論文審査委員会は、学位論文の公聴会を開催するときは、研究科長に届け出るものとする（様式3-1号）。
（最終試験）
第10条　主査は、学力の確認を行うための最終試験の日程を定め、最終試験実施日の１週間前までに申請者に通知するものとする。また、外国語の試験については、博士後期課程入学試験に準じ、併行して実施することができる。また、合格した場合、その

結果は1年間有効であるものとする。
　２　　学位論文審査委員会は、論文発表会を前項の最終試験とすることができる。
（報告）
第11条 学位論文審査委員会は、学位論文の審査及び最終試験が終了したときは、学位論文の内容の要旨、審査内容の要旨及び最終試験の結果を研究科委員会に報告しなければならない（様式3-3号、3-4号）。

（学位授与の時期）
第12条　学位授与の時期は、原則として３月又は９月とする。
（雑則）
第13条　この要項に定めるもののほか、学位授与に関し必要な事項は、研究科委員会が定めるものとする。
　　附　則
この要項は、平成17年 3月 7日から施行する。
この要項は、平成21年 4月30日から施行する。

この要項は、平成24年 4月 1日から施行する。

この要項は、平成26年 4月 1日から施行する。

【注】「大学院設置基準」第9条及び「大学院に専攻ごとに置くものとする教員の数について定める件」(平成12年文部省告示第175号)の規程並びに「保健福祉学研究科博士後期課程担当教員の選考における資格基準に関する申し合せ」により、次のように定義する。
「指導教員」とは、「○合の教授・准教授等」で、主査及び副査、主指導教員（特

別研究の担当者）及び副指導教員になることができる。

「指導補助員」とは、「合の教授・准教授等」で、補助的な指導（特論、特別講義、

副指導教員になることができる）を行うことができる。

保健福祉学研究科博士後期課程を経ない者の学位論文の

資格審査及び予備審査に関する細則
１　博士後期課程を経ない者で、保健福祉学研究科に学位授与を申請しようとする者（以下「出願者」という。）があるときは、学位論文等の受理に先立ち、次のとおり学位申請資格の審査及び学位論文の内容などについての予備審査を行うものとする。

２　資格・予備審査の申請書類

　　申請者は、次の書類を研究科長に提出するものとする。

　一　学位申請資格・予備審査願（様式乙1－1号）　　　　　　  1部

　二　学位論文の草稿　       　　　  　                 　
5部
　三　学位論文要旨の草稿（400字程度）                    
5部

　四　学位論文の抄録の草稿（2,000字以内）

5部
　五　論文目録の草稿  　　　　　　　　　　　　　　　　 　 
5部
　六　履歴書                        
5部

　七　主業績及び副業績
各1部

　八　研究従事内容証明書（必要な場合）　　　　　　　　　　　 1部

３　研究科長は前２の申請書類を受理したときは、審査担当予定教員に回付するものとする。

４　審査担当予定教員は、予め出願者が次の各号の条件を充たしているかどうかを確認するものとする。

　（１）出願者が「博士後期課程を経ない者の学位審査要項」第2条の要件をみたしていること。
  （２）学位論文は専門誌に掲載された原著論文または掲載されることが決定された原著論文を基に独自に作成されたものであること。
  （３）学位論文作成の基礎となる主業績として、原著論文が１報あることならびに副業績として原著論文が５報あること。ただし、原著論文については専門誌に掲載されているかまたは掲載が決定されていること。なお、主業績となる原著論文においては申請者が筆頭著者であり、共著者がいる場合は、共著者の承諾を得ていること。また、論文の共著者が過去において、いずれの大学等に対しても学位論文の基礎となる論文として申請していないこと。

５　審査担当予定教員は、前４項の確認の結果を研究科長に報告するものとする。

６　学位申請資格・予備審査委員会

（1） 審査担当予定教員は、学位申請資格の有無を審査するため学位申請資格・予備審査委員会（以下「資格・予備審査委員会」という。）を選任し、研究科委員会の承認を得なければならない。

　（２）資格・予備審査委員会は、審査担当予定教員および審査担当予定教員が所属する大講座の指導教員2名をもって組織する。審査に当たり必要があると認めるときは、研究科委員会の議を経て、他大講座の指導教員、他学部又は他大学等の教員又は研究者を資格・予備審査委員会に加えることができる。
　（３）審査担当教員は、申請者ごとに、委員候補者の氏名を記載した資格・予備審査委員会設置願（乙1－2号）を研究科長に提出するものとする。
　（４）審査担当予定教員は資格・予備審査委員会の委員長となり、委員長は委員会を招集して、資格審査を行うとともに、提出された論文等の内容の検討を行い、学位審査に値するか否かを審査する。

　（５）資格・予備審査委員会は、論文等の内容について論文発表会を開催するものとする。

　（６）資格・予備審査委員会は審査結果（資格・予備審査結果報告書）を研究科長に報告するものとする（様式乙1‐3号）。
　（７）研究科長は、資格・予備審査の結果を申請者に通知しなければならない。（様式乙1‐4号）

７　その他 

 (１)　専門誌に掲載決定している論文とは、研究科委員会において学位論文審査委員会の設置が認められた日までに掲載が確定している論文を意味する。
（２）外国籍の学位授与者に対しては、英文の修了証明書を交付することができる。

　　附　則
この細則は、平成17年 3月 7日から施行する。
この細則は、平成21年 4月30日から施行する。
この細則は、平成24年 4月 1日から施行する。

この細則は、平成26年 4月 1日から施行する。
(様式乙1‐１号)

年　　　月　　　日

岡山県立大学大学院

保健福祉学研究科長　殿

学　位　申　請　資　格・予　備　審　査　願

このたび、博士（学位規程の分野）の学位論文予備審査申請にあたり、学位申請資格・予備審査をお願いします。

学位論文題目（仮題）


　　

（外国語の場合は、その和訳題目を付記すること。）
（添付書類）

　　学位論文の草稿　       　　　  　                 　
5部
　　学位論文要旨の草稿（400字程度）                    
5部

　　学位論文の抄録の草稿（2，000字以内）

5部
    論文目録の草稿  　　　　　　　　　　　　　　　　 　 
5部
　　履歴書                        
5部

　　主業績及び副業績
各1部
資格・予備審査申請者(学位申請者)

　　　　　　　　　　　　　　　　（フ　　リ　　ガ　　ナ）

　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　　　所属（勤務先、役職等）


　　　現住所　　〒

　　　

連絡先（電話番号、メールアドレス等）


（大学記入欄)

博士後期課程保健福祉科学専攻

審査担当予定教員　　　　　　　　職位　　　　　　　　　　　　　　　印

（様式乙1‐2号）

                                                                  年　　月　　日
　岡山県立大学大学院
  保健福祉学研究科長殿
                                         博士後期課程保健福祉科学専攻
                                         主指導教員                       印
	
	
	


資　格・予　備　審　査　委　員　会　設　置　願
  下記の学位論文予備審査申請者について、資格・予備審査委員会を設置したく、資格・予備審査委員会委員候補者を選出しましたので、よろしくお取り計らい願います。
　
記
    資格・予備審査出願者（学位申請者）
    　　　　　　　○○○○　　　　氏　名                              
	
	
	


　　　  保健福祉学研究科博士後期課程保健福祉科学専攻　　　　　　　　　　　大講座
	
	
	


        学位論文題目
                    -----------------------------------------------------------
                    ----------------------------------------------------------
                    (外国語の場合は、その和訳題目を付記すること。）
        　　    年　 　月　　博士後期課程　進（入）学
        　　    年　 　月　　博士後期課程　修了見込み
 資格・予備審査委員会委員候補者
	
	 職　名
	 　   氏　名
	    　所属大講座
	     　備　 考
	

	
	
	
	
	 主指導教員
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


 (様式乙1-3号) 
                                                                  年　　月　　日
　岡山県立大学大学院
  保健福祉学研究科長殿
                                         資格・予備審査委員会
                                         委員（主指導教員）                  印      　　　                                           
	
	
	


資　格　・　予　備　審　査　結　果　報　告　書　　　
　資格・予備審査結果について、下記のとおり報告いたします。
    資格・予備審査出願者（学位申請者）
    　　　　　　　○○○○　　　　氏　名                              
	
	
	


　　　  保健福祉学研究科博士後期課程保健福祉科学専攻　　　　　　　　　　　大講座
	
	
	


        学位論文題目
                    -----------------------------------------------------------
-----------------------------------------------------------
　　　　　　　　                   （外国語の場合は、その和訳題目を付記すること。）
資格・予備審査結果：　上記の論文内容は、学位論文審査委員会の審査に値すると
　　　　　　　　　　　　　　　□認める。　　　　□認めない。
　　　　　　年　月　日　　○○○○講義室にて論文発表会を実施した。
添付資料；資格・予備審査結果の要旨
（認めない場合は以下、不要）
　　　　         博士学位論文審査委員会の審査委員候補者の推薦について
　資格・予備審査委員会は、下記の者を学位論文審査委員会の委員候補者に推薦いたします。
    審査委員候補者
	
	職　名
	氏　名
	所属大講座
	備　 考
	

	
	
	
	
	 主査(予定)
	

	
	
	
	
	 副査(予定)
	

	
	
	
	
	 副査(予定)
	

	
	
	
	
	 副査(予定)
	

	
	
	
	
	 副査(予定)
	


博士学位論文申請者　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
学位論文題目：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（外国語の場合は、その和訳題目を付記すること。）
資格・予備審査結果の要旨
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　　　　　　　　　　（資格・予備審査結果の要旨は、800～1000字程度）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
以上の結果より、予備審査に合格し、本研究科の学位論文審査に値するものと判断した。
主査　職名　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　印　　
副査　職名　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　印　　
副査　職名　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　印　　
 (様式乙1‐4号)

年　　月　　日　　

　　　　　　殿

岡山県立大学大学院

保健福祉学研究科長

資　格　・予　備　審　査　結　果　通　知　書

学位申請資格・予備審査申請者

　　　　氏　名

　　　　学位論文題目（仮題）



　あなたから申請のあった学位論文審査について、その学位申請資格の審査および学位論文の内容についての予備審査を行いましたが，その結果は次のとおりです。

　　　　　学位論文の基礎となる論文及び学歴、研究歴から、博士学位論文の学位審査に学位申請する資格があると

　　　　　　　　　□　認める。　　　　　　　　□　認めない

 (様式乙2-1号) 
                                                                  年　　月　　日
　岡山県立大学長殿
　　　　学　位　論　文　審　査　申　請　書　　　　
　このたび、博士（学位規程の分野）の学位を受けたく、次のとおり学位論文等を提出いたしますので、ご審議くださるようお願いします。
１　学位論文題目：
	
	
	


	
	
	


                  （外国語の場合は、その和訳題目を付記すること。）
２　学位論文等提出日
                　　　　　年　　　　　月　　　　　日
	
	
	


            　　　　　　　　　　　　　　    「研究科委員会(審査委員決定)後、教務課に提出」
３　提出書類
    学位論文　　　　　　　　　　　　　　　７部
    学位論文の要旨            　　　　　　７部
    学位論文の抄録            　　　　　　７部
    論文目録                  　　　　　　７部
    履歴書                    　　　　　　７部
    主業績及び副業績　
各１部
　　　　　　　　　　　　　　　　　保健福祉学研究科博士後期課程保健福祉科学専攻
               　　　（フ リ ガ ナ）
　　　　　　　　　　　　　　氏　名                   
	
	
	


(様式乙2-2号)
  　　　　    　　　　    学　位　論　文　の　要　旨
　学位論文題目
                ------------------------------------------------------------
                ------------------------------------------------------------
                （外国語題目の場合は、その和訳題目を付記すること。）
 保健福祉科学専攻　　○○○○○○○　大講座     　　 氏　名    ○　○　○　○
	 （学位論文の要旨）
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	 　　　　　　　　（学位論文の要旨は、４００字程度）
	

	
	

	   　　　　　     [学位論文の内容を簡略に説明した一般的内容で、事務書類として必要]
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	

	


(様式乙2-3号)
論　文　目　録　　　
学位論文
　　１　学位論文題目
      -----------------------------------------------------------------------
 -----------------------------------------------------------------------
         （外国語の場合はその和訳題目を付記する）
       ２　公表の方法・時期（予定）
        印刷公表　　　　　　　年　　　　月
　　
        冊　　数      ４　　冊
主業績
　　　著者名：

論文名：

発表誌：　学会論文誌、第○巻第○号○－○頁、発行年月
　　　 
副業績

著者名：

論文名：

発表誌：　学会論文誌、第○巻第○号○－○頁、発行年月
他の参考業績　　　　　　　　　有　・　無   
　　       （無い場合は省略可能）
　　 　  　年　　　月　　　日
     学位授与申請者
　　　保健福祉学研究科博士後期課程保健福祉科学専攻　　　　　　　　　　大講座
	
	
	


    　　　　　　　　　　　　　氏　名                                    印
	
	
	


(様式乙2-4号)
           　　　　　　    履　　　歴　　　書

	フリガナ
	
	男・女



	氏名
	
	

	生年月日
	年　　　　月　　　日生　　　　〈満　　歳〉

	フリガナ
	
	TEL

	住所


	〒
	

	学　　　　　歴

	　　年　月　日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高等学校卒業



	職　　　　　歴

	

	研　　究　　歴〈課程博士の場合は不要〉

	　　



	賞　　　　　罰

	

	上記のとおり相違ありません。

　　年　　月　　日

氏　　名　　　　　　　　　　　印　　

　　


（様式乙2‐5号）

承    諾    書

　　年　　月　　日

岡山県立大学大学院保健福祉学研究科長　　　殿

共著者名　　              印

所属職名                    

論文題目　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

　　　（○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○）

　　　

　年　　月発行　　　○○○○○○○○○　　第　　巻　　　第　　号

○○ページ～○○ページに発表済

　　　　上記論文を　　　　氏が岡山県立大学に申請する博士の学位論文として

提出することに異議ありません。

なお、将来においても私が申請する博士論文の主業績として使用しません。

(様式3-1号)    
                                                                  年　　月　　日
岡山県立大学大学院
保健福祉学研究科長殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　学位論文審査委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（主査）職位　　　　　　　　　　　　　印
　
   学位論文公聴会の開催について　　　
　　　
  次のとおり公聴会を開催しますので、よろしくお取り計らい願います。
　　　　　　　　　　　      　　学位論文公聴会
　　　日　　時：　　　　　月　　　日　　　　時　　分　　～　　　時　　分
　　　場　　所：　　○○○○　講義室　
　　　学位申請者：
　
    　論文題目：
                （外国語の場合は、その和訳を付記すること。）
 (様式3-3号) 
                                                                  年　　月　　日
保健福祉学研究科長殿
博士学位論文審査結果報告書　　
学位論文題目：
-------------------------------------------------------------------
-------------------------------------------------------------------
                （外国語の場合は、その和訳題目を付記すること。）
申 請 者： 　　 ○　○　○　○
　　　　学    歴：　　　年　　月　　岡山県立大学大学院
　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 保健福祉学研究科博士前期課程入学
  　      　　　　　　　年　　月　　同上修了　　　　
    　    　　　　　　　年　　月　　岡山県立大学大学院
　　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　保健福祉学研究科博士後期課程(進学)入学
　　　　　　　　　　　　　　（課程博士の場合は大学院の部分のみを記入すればよい。）
　　　　学力確認：　　　年　　月　   日実施（論文博士のみ）
博士学位論文審査結果:
上記の論文内容は、博士の学位に値する論文であると
□ 認める。　　　　□ 認めない。
　　　　　　　　　 大学院保健福祉学研究科                      
      　　　　　　 学位論文審査委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 主査 　職位   ○　○　○　○   印
                 　　　            副査   職位    ○　○　○　○   印
                        　　　       副査   職位    ○　○　○　○   印
                 　　　            副査   職位    ○　○　○　○   印
                        　　　       副査   職位    ○　○　○　○   印
添付書類：
１．論文審査内容の要旨（様式3-4号に準拠）「認めない場合でも必要」
２．学位論文抄録（作成要領２に準拠）
３．学位論文（回覧用）
(様式3-4号)
博士学位論文申請者　氏名    ○　○　○　○
学位論文題目：
-------------------------------------------------------------------
-------------------------------------------------------------------
              　　　　　　　　  （外国語の場合は、その和訳題目を付記すること。）
 　　　                論文審査内容の要旨
　本論文は、○○○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
○○○研究した結果についてまとめたものであり、得られた成果は次のとおりである。
 １．○○においては、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
                  （論文審査の内容の要旨は、８００～１０００字程度）
　　　　　　　　　　　
　　　     
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・、以上の結果より、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文は博士（学位規定の分野）の学位論文として価値あるものと認める。
        　　　　　　　　　　　　　　　   主査　 職位   ○　○　○　○      印              　　　　　      　　     　　　 副査   職位   ○　○　○　○      印                       　　　　　    　　　　 副査   職位   ○　○　○　○      印    
                 　　　            　　副査   職位    ○　○　○　○     印
                        　　　       　　副査   職位    ○　○　○　○     印
（最終試験）
    　年　月　日　○○○○講義室にて開催された論文発表会において実施。
（公 聴 会） 
 　　　年　　　月　　　日　　　　○○○○講義室にて開催。
(作成要領１)
　　　　　　　　　　「博士学位論文」の作成要領
１．和文又は英文で作成することを原則とする。特別の事情によりこれにより難い場合は、　  博士学位論文作成前に、研究科長を経て研究科委員会の承認を得ること。
２．用紙の規格は、Ａ４判とする。
３．表紙は、別図のように表題等を記載し、ハードカバー（ソフトカバーでよい）が望ましい。
４．論文発表会及び公聴会での議論をふまえて修正し、最終的に長期保存に耐える方式で印刷製本したものとする。
５．標準年限で博士後期課程を修了予定の者は、「博士学位論文」及び「論文抄録」の日付　  は○○年３月と記入する。
（別図）
和文の場合                            　 英文の場合
	
	
	
	博士学位論文
	
	
	
	Doctoral Dissertation
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	    ○年○月
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	  　 氏　　　名
	
	○
	
	
	

	
	氏
	
	
	
	○
	
	
	

	
	名
	
	　 岡山県立大学大学院
	
	○
	
	
	

	
	
	
	　  保健福祉学研究科
	
	○
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	


	                                          　 例えば
	   The Graduate School of
	

	
	     Health & Welfare Science
	

	
	  Okayama Prefectural University
	


(作成要領２)   
　　　　　　　　　　　「論文抄録」の作成要領
１．学位論文抄録はＡ４判横書き(2,000字以内)とし、学位論文の基礎となっている主業績及び副業績を、抄録のあとに一覧表で示し、論文抄録と一覧表とで小冊子にする。
２．学位論文抄録は、資格・予備審査委員会に提出した「学位論文抄録」と同じもの、又は加筆・修正した内容とする。
３．この学位論文抄録は、学位論文のダイジェスト版としての意味を持ち、研究科委員会において配布される。
４．研究科委員会の教授数＋公聴会出席予定者数の部数を準備する。
５．論文発表会及び公聴会での議論をふまえて修正し、最終的に長期保存に耐える方式で印刷したものとすることが望ましい。
         表紙                              １頁目
                                          　                                      
	
	
	
	  　○○○○○○○○○○○○
	

	
	
	
	　　　     ○○に関する研究
	

	
	
	
	
	

	
	    ○○○○○○○○○○○○
	
	    　　　 学位論文抄録
	

	
	    　　○○に関する研究
	
	
	

	
	
	
	　本論文は、○○○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
	

	
	
	
	・・・
	

	
	     　    学位論文抄録
	
	
	

	
	
	
	　第１章では、○○○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
	

	
	
	
	・・・・
	

	
	
	
	
	

	
	        ○年○月
	
	　第２章では、○○○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
	

	
	
	
	・・・・
	

	
	        ○　○　○　○
	
	
	


                                           最終頁                                  
	
	
	
	
	

	
	
	
	本論文の基礎となる発表論文
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	  (2,000字以内)
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	        一覧表
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	 第ｎ章では、本研究を通じて得られた主要な結果を総括すると共
	
	その他の発表論文
	

	
	に、問題点を指摘し、
	
	
	
	
	
	

	
	   ・・・・、今後の取り組むべき課題についても述べている。
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	        一覧表
	
	


   参考；表紙の裏は白紙とし、白紙の裏表紙を付け加えると体裁がよい。
６．一覧表の形式
(1) 学位論文の若い章に対応する業績から書き始める。各章で対応する業績が複数ある場合　　は発行順に記載する。
(2) 英文の場合、名詞等は大文字で始めるのを原則とするが、原著に従ってもよい。
(3) 学位論文の基礎となる主業績として記載する論文は、学会誌などに掲載されたものとする。ただし、掲載決定（accepted for publication）、印刷中(in press)のものを含めることができる。
(4) その他の業績として、学位論文に関係した他の論文、解説、商業誌及び社内報等を記載することができる。
主業績及び副業績
	No.
	論文題目
	著者名
	 発表誌名
	

	
	
	
	
	

	 1
	○○○○○○○の解析
	岡山一郎
	○○○○学会論文誌
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	総社二郎
	Vol.○,pp.○-○. (1999)
	

	
	
	窪木三郎
	
	

	
	
	
	
	

	 2
	Study on ○○○○○○○
	I.Okayama
	J．Biol．Chem.
	

	
	
	J.Souja
	.Vol．，No．, pp.
	

	
	
	S.Kuboki
	
	

	
	
	
	
	

	 3
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


その他の業績
	No.
	論文題目
	著者名
	発表誌名
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	 1
	
	
	 
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	 2
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


